
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
を 

目
指
し
て

　

近
年
、
市
街
地
拡
散
の
歯
止
め
を
共
通
課
題
と
す

る
全
国
の
地
方
都
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
人
口
の
都
心
回
帰
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
都
市
経

営
の
効
率
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
は
有
効
な
取
り
組
み
に
違
い
な
い
。

　

実
際
、
平
成
18
年
の
都
市
計
画
法
お
よ
び
中
心
市

街
地
活
性
化
法
の
改
正
な
ど
の
効
果
も
相
ま
っ
て
、

商
店
街
の
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
各
地
で
成
果
が
報
告
さ
れ
て
き

て
い
る
。
中
で
も
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
香

川
県
高
松
市
に
お
け
る
、
丸
亀
町
商
店
街
を
は
じ
め

と
す
る
中
央
商
店
街
（
総
延
長
約
２
・
７
㎞
に
渡
っ
て

連
係
す
る
８
つ
の
商
店
街
の
総
称
）
の
活
性
化
は
、

全
国
で
も
ま
れ
に
見
る
ほ
ど
の
成
功
事
例
の
一
つ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

実
際
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
図
る
上
に

お
い
て
、
商
店
街
を
核
と
す
る
魅
力
的
な
中
心
市
街

地
の
存
在
は
不
可
欠
だ
。
そ
の
意
味
で
も
官
民
が
連

携
し
て
商
店
街
を
振
興
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
実
現
し
た
高
松
市
の
取
り
組
み
が
、
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
都
市
は
や
は
り
生
き
物
で
あ
っ
て
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
の
み
に
焦
点
を
絞
っ
た
施
策
を
進
め
て

も
、
都
市
の
健
全（
持
続
可
能
）な
発
展
は
望
め
な
い
。

都
市
機
能
全
体
が
有
機
的
に
循
環
す
る
よ
う
に
な
っ

て
初
め
て
、
都
市
全
体
の
活
性
化
は
実
現
す
る
。

　

平
成
19
年
５
月
に
就
任
し
た
大
西
秀
人
・
高
松
市

長
（
現
在
２
期
目
）
が
、
翌
20
年
度
策
定
の
高
松
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
基
本
的
な
考
え
方
を

打
ち
出
し
、
同
25
年
２
月
に
策
定
し
た
「
多
核
連
携

型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
推
進
計
画
」
は
、
そ

の
こ
と
を
十
分
に
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ラ
ン

だ
。
合
併
後
の
地
域
振
興
な
ど
、
高
松
市
が
抱
え
る

独
自
の
都
市
的
課
題
や
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的

背
景
な
ど
を
踏
ま
え

た
上
で
、「
多
核
連
携
」
と
い
う
新

た
な
要
素
を
柱
に
し
た
、
独
自
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
実
現
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　
「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
は
、

市
役
所
や
琴
電
・
Ｊ
Ｒ
の
駅
周
辺
、
中
央
商
店
街
や

主
要
公
共
施
設
周
辺
な
ど
に
定
め
た
市
内
17
の
拠
点

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
拠
点
性
を
発
揮

し
、
そ
の
周
辺
部
に
広
が
る
田
園
地
帯
で
は
そ
の
環

（香川県）

市 政 ル ポ 高
た か ま つ

松市

17
の
地
域
拠
点
が
多
核
的
に
連
携

創
造
性
に
満
ち
た
瀬
戸
の
都

大
おおにし

西秀
ひ で と

人
高松市長
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境
に
ふ
さ
わ
し
い
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
。
そ
れ
ら
の
多
核
的
な
拠
点
を
公
共

交
通
や
自
転
車
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
手
段

で
結
び
、
有
機
的
な
回
遊
性
を
生
じ
さ
せ
る
。
端
的

に
い
え
ば
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

の
計
画
で
す
」

　

そ
う
大
西
市
長
が
語
る
よ
う
に
、
高
松
市
の
多
核

連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
推
進
計
画
で
は
、

市
内
17
カ
所
の
集
約
拠
点
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
四

国
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
広
域
的
な
拠
点
性
を

強
化
す
る
拠
点
を
「
広
域
交
流
拠
点
」、
地
域
の
特
性

に
ふ
さ
わ
し
い
一
定
規
模
以
上
の
商
業
・
医
療
・
産

業
環
境
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
確
保
す
る
「
地
域

交
流
拠
点
」、
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

各
種
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
提
供
す
る
「
生
活
交
流
拠
点
」

が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
拠
点
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

続
け
て
、
大
西
市
長
は
「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク

ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
と
い
う
都
市
構
造
の
実
現
を
目
指

す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
景
観
や

環
境
美
化
を
伴
う
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
」と
も
述
べ
る
。

　

事
実
、
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
高
松
市
で
は
平
成

21
年
12
月
に
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
、
同
23

年
３
月
に
は
景
観
施
策
の
指
針
と
し
て
の
「
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
、
同
24
年
３
月
に
は
景
観
法

に
基
づ
く「
景
観
計
画
」を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
て
い
る
。

“四国四大まつり”の一つ「高松まつり」（今年で49回目）

お濠が海と繋がっており、タイやボラも棲息する「玉藻公園（高松城跡）」
“瀬戸内国際芸術祭”の会場になり“アートの島”としても人気上昇中の「女木島」（上）と
「男木島」（下）
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多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
は
、
も

と
よ
り
一
朝
一
夕
に
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

は
な
い
。
長
い
時
間
を
掛
け
て
少
し
ず
つ
構
築
し
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
細
か
な
点
で
は
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
部
分
で
見
直
し
も
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

高
松
市
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
的
な
方
向

性
を
拡
散
型
か
ら
集
約
型
へ
と
初
め
て
明
確
に
位
置

付
け
た
「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ

推
進
計
画
」策
定
の
意
義
は
大
き
い
。

高
松
市
流
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の 

歴
史
的
背
景

　

昭
和
63
年
に
瀬
戸
大
橋
が
開
通
す
る
ま
で
、
ま
だ

整
備
が
行
き
届
い

て
い
な
か
っ
た
航

空
路
線
を
除
け

ば
、
本
州
と
四
国

を
結
ぶ
最
大
の
交

通
結
節
点
は
高
松

市
だ
っ
た
。
宇
高

連
絡
船（
鉄
道
連
絡

船
）に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ

宇
野
線
の
宇
野
駅

と
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
・

高
徳
線
の
高
松
駅

が
結
ば
れ
て
い
た

こ
と
が
大
き
い
。

　

そ
の
た
め
本
州
に
本
社
を
持
つ
有
力
企
業
の
多
く

が
高
松
市
に
四
国
支
店
を
置
き
、
本
州
か
ら
四
国
に

渡
る
人
、
四
国
か
ら
本
州
に
渡
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が

高
松
市
を
経
由
し
た
。
高
松
市
は
文
字
通
り
、
四
国

経
済
の
中
心
地
だ
っ
た
。
総
延
長
約
２
・
７
㎞
と
い

う
全
国
有
数
の
規
模
を
誇
る
中
央
商
店
街
が
構
築
さ

れ
て
い
っ
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
る
部
分

が
大
き
い
。

　

そ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
瀬

戸
大
橋
の
開
通
に
よ
っ
て
霧
消
す
る
。
特
に
瀬
戸

大
橋
の
開
通
に
伴
う
中
央
商
店
街
へ
の
打
撃
は
大
き

か
っ
た
。
大
手
資
本
に
よ
る
県
内
へ
の
出
店
ラ
ッ

シ
ュ
、
大
規
模
駐
車
場
を
有
す
る
量
販
店
な
ど
に
よ

る
市
郊
外
へ
の
商
圏
拡
大
が
進
ん
だ
。
平
成
10
年
の

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
は
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
掛
け

た
。
買
い
物
客
が
大
阪
や
神
戸
に
流
出
す
る
傾
向
が

顕
著
に
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
当
時
か
ら
中
央
商
店
街
の
中
で
も
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
丸
亀
町
商
店
街
（
約

４
２
０
年
前
の
高
松
城
築
城
と
同
時
期
に
開
か
れ
た

と
さ
れ
る
）
の
振
興
組
合
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
高
松
市
と
い
ち
早
く
連
携
し
、
瀬

戸
大
橋
が
開
通
し
た
昭
和
63
年
に
「
１
０
０
年
後
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
唱
、
平
成
２
年
に
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
差
し
た
再
開
発
計
画
」
を
ま
と

め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
現
象
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
車
社
会
の
進
展
も
相
ま
っ

て
郊
外
住
宅
地
の
開
発
が
進
み
、
90
年
代
以
降
、
市

域
は
拡
散
す
る
一
方
だ
っ
た
。
さ
ら
に
車
社
会
の
進

展
は
、
地
価
が
高
い
高
松
市
内
か
ら
、
通
勤
圏
に

あ
っ
て
地
価
が
低
い
周
辺
町
へ
の
人
口
流
出
現
象
を

呼
ぶ
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
現
象
を
防

美しい瀬戸内海を堪能できる「サンポート高松トライアスロン大会」

各サイクルポートで乗り降り自由な先進的レンタサイクルシステム
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高松市　市 政 ル ポ

（香川県）

ぐ
手
立
て
と
し
て
平
成
16
年
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、

都
市
計
画
法
改
正（
平
成
12
年
）に
基
づ
く
、
都
市
計

画
の
線
引
き
廃
止
だ
っ
た
が
、
人
口
流
出
に
歯
止
め

が
掛
か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
廃
止
は
、
比
較
的

安
価
な
市
内
住
宅
地
の
提
供
を
可
能
に
さ
せ
た
反

面
、
全
体
的
に
は
思
っ
た
ほ
ど
の
成
果
は
上
が
ら
ず
、

結
果
論
で
は
あ
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
市
域
の
さ
ら
な

る
拡
散
を
助
長
す
る
一
因
と
も
な
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
」（
大
西
市
長
）

　

後
に
高
松
市
か
ら
流
出
し
た
人
口
の
受
け
入
れ
先

だ
っ
た
周
辺
の
町
の
い
く
つ
か
が
、
平
成
17
年
・
18

年
の
合
併
で
高
松
市
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

新
た
な
生
活
拠
点
が
高
松
市
に
加
わ
る
。
大
西
市
長

の
就
任
（
平
成
19
年
）
は
ま
さ
に
そ
の
時
期
だ
っ
た
。

多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
の
推
進
を

図
る
に
は
、
こ
れ
以
上
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

北
部
地
域
は
銀
座
、
南
部
地
域
は
下
北
沢

　

24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
２
０
０
円
で
市
内
７
カ
所

の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
出
し
入
れ
自
由
の
高

松
市
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅

前
か
ら
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
、
玉
藻

公
園（
高
松
城
跡
）の
前
を
通
り
、
市
役
所
方
面
へ
と

延
び
る
中
央
通
り
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
丸
亀
町
商
店

街
は
す
ぐ
だ
。
丸
亀
町
商
店
街
か
ら
、
７
つ
の
商
店

街
（
兵
庫
町
、
片
原
町
西
部
、
片
原
町
東
部
、
ラ
イ

オ
ン
通
、
南
新
町
、
常
磐
町
、
田
町
）へ
は
各
商
店
街

独
自
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
が
連
な
る
。

　

取
材
初
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
各
商

店
街
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

た
。
特
に
再
開
発
事
業
の
中
心
と
も
な
っ
た
丸
亀
町

商
店
街
の
人
出
は
多
い
。
丸
亀
町
で
は
平
成
11
年
に

高
松
丸
亀
町
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
設
立
し
、
民

間
主
導
型
の
再
開
発
事
業
を
進
め
て
き
た
。
南
北
に

長
い
商
店
街
を
Ａ
か
ら
Ｇ
ま
で
７
つ
の
街
区
に
区
分

し
、
例
え
ば
Ａ
街
区
は
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
街
に
す
る

な
ど
、
各
街
区
に
個
性
を
持
た
せ
、
全
体
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
形
成
を
図
る

な
ど
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
全
国
か
ら
視
察
に
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
丸
亀
町
商
店
街
の
こ
う

し
た
計
画
的
な
再
開
発
事
業
の
成
功
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
都
会
的
な
雰
囲
気
を
持
っ
た
兵
庫
町
、

片
原
町
の
商
店
街
と
合
わ
せ
た
北
部
地
域
は
注
目
を

集
め
て
い
る
。

　

驚
く
の
は
通
行
す
る
人
々
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
。
例

え
ば
丸
亀
町
商
店
街
の
自
転
車
走
行
は
禁
止
（
降
り

て
押
し
て
い
く
の
は
Ｏ
Ｋ
）
な
の
だ
が
、
９
割
以
上

は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
ま
に
自
転
車

ＪＲ高松駅と高松港に隣接する高松市のシンボルゾーン（サンポート高松）

商店街活性化の象徴である丸亀町商店街Ａ街区の
クリスタルドーム

丸亀町商店街Ｇ街区でのイベントの様子
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に
乗
っ
た
ま
ま
通
る
人
は
ほ
ぼ
事
情
を
知
ら
な
い

旅
行
者
と
の
こ
と
だ
（
筆
者
も
最
初
は
同
じ
失
敗
を

し
た
）。

　

北
部
地
域
は
雰
囲
気
こ
そ
似
て
い
る
も
の
の
、
意

識
的
に
ア
パ
レ
ル
以
外
の
業
種
も
適
宜
配
置
す
る
な

ど
の
工
夫
の
効
果
が
出
て
お
り
、
歩
行
す
る
人
々
の

多
さ
や
和
や
か
な
雰
囲
気
と
相
ま
っ
て
楽
し
い
。

　

一
方
で
最
近
、
北
部
地
域
と
は
異
な
る
発
想
か
ら

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
る
の
が
南
部
地
域
の
３
商

店
街（
南
新
町
、
常
磐
町
、
田
町
）だ
。
北
部
地
域
に

比
べ
人
通
り
が
な
か
な
か
戻
ら
な
か
っ
た
南
部
３
町

だ
が
、
平
成
21
年
７
月
に
高
松
市
の
補
助
事
業
と
し

て
拠
点
施
設「
ブ
リ
ー
ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
」が
設
置
さ

れ
て
以
来
、
積
極
的
な
情
報
発
信
や
ユ
ニ
ー
ク
な
イ

ベ
ン
ト
を
連
発
し
て
飛
躍
的
に
集
客
力
が
伸
び
て
い

る
。
例
え
ば
今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た「
第
５
回
サ
ヌ

キ
ロ
ッ
ク
コ
ロ
シ
ア
ム
」
に
は
63
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
商
店
街
周
辺
７
会
場
で
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行
い
、

県
内
外
か
ら
１
万
人
以
上
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
た

（
毎
回
１
万
人
〜
２
万
人
の
動
員
実
績
）。
ま
た
、
コ

ス
プ
レ
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で

盛
り
上
が
る「
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
」に
も
毎
回
１
万
人
か

ら
２
万
人
の
観
衆
が
集
ま
る
と
い
う
。
そ
れ
以
外
に

も
大
人
向
け
か
ら
子
ど
も
向
け
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
随
時
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
商
店
街
振
興

組
合
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
仕
掛
け
で
、
今
年
度
以

降
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
性
化
事
業
（
商
店
街
の
空
き
店

舗
上
階
を
活
用
し
た
「
街
な
か
居
住
事
業
」、
高
齢
者

の
交
流
事
業
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
交
換
な
ど
の

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
地
域
の
高
齢
者
が
運
営
す

る
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」
ほ
か
）
が
実
施
さ
れ
る
予

定
だ
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
計
画
の
立
案
を

商
店
街
振
興
組
合
と
と
も
に
推
進
し
て
い
る
、
高
松

市
創
造
都
市
推
進
局
産
業
振
興
課
の
中
下
利
行
さ
ん

は
「
北
部
３
町
を
銀
座
に
例
え
れ
ば
、
南
部
３
町
は

下
北
沢
を
意
識
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
中
下
さ
ん

は
さ
ら
に
、「
今
後
は
若
手
経
営
者
の
人
材
育
成
と

と
も
に
、
北
部
地
域
と
南
部
地
域
の
個
性
の
違
い
を

生
か
し
な
が
ら
、
回
遊
性
が
生
じ
る
よ
う
な
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
や
仕
掛
け
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
も

張
り
切
る
。

　

実
は
中
下
さ
ん
は
30
年
以
上
に
渡
り
、
東
京
で
音

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
て
い
た
。
企
画
を
形
に

す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
が

あ
っ
て
、
高
松
市
の
職
員
に
採
用
さ
れ
た
貴
重
な
人

材
だ
。す

べ
て
に
創
造
性
の
感
じ
ら
れ
る 

ま
ち
づ
く
り
を

　

と
こ
ろ
で
南
部
３
町
の
活
性
化
を
手
掛
け
る
中
下

さ
ん
が
所
属
す
る
産
業
振
興
課
は
創
造
都
市
推
進

局
の
傘
下
に
あ
る
。
創
造
都
市
推
進
局
は
平
成
24
年

度
の
機
構
改
革
で
誕
生
し
た
部
署
だ
が
、
高
松
市
が

効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

た
め
の
中
核
的
か
つ
先
進
的
な
役
割
を
担
う
組
織
で

幼稚園・保育園で子どもたちがアーティスト（芸術士）とともにさまざまな表現活動を
行う芸術士派遣事業

主に南部３町の商店街の活性化と情報発信の拠点「ブリーザーズスクエア」
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高松市　市 政 ル ポ

（香川県）

あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の「
創
造
都
市
」と
は
創
造
性
に
満

ち
た
都
市
、
と
り
わ
け
文
化
面
に
お
け
る
活
力
に
優

れ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
都
市
の
こ
と
を
言
う
。
ま

た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、

現
在
、
日
本
で
は
神
戸
市
、
名
古
屋
市
、
金
沢
市
、

札
幌
市
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。

　

創
造
都
市
推
進
局
は
前
出
の
産
業
振
興
課
の
ほ

か
、
農
林
水
産
課
、
土
地
改
良
課
、
地
籍
調
査
室
、

競
輪
場
事
業
課
、
中
央
卸
売
市
場
業
務
課
、
観
光
交

流
課
、
都
市
交
流
室
、
文
化
芸
術
振
興
課
、
文
化
財

課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
美
術
館
美
術
課
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
創
造
都
市
推
進
局
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

多
彩
な
課
の
構
成
に
こ
そ
、
大
西
市
長
の
目
指
す
創

造
都
市
の
性
格
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
大
西
市
長

は
著
書
『
高
松
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

　
「
私
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
高
松
ら
し
い
創
造
都
市
と

は
、
文
化
芸
術
な
ど
の
持
つ
創
造
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
農
業
な
ど
も
含
め
た
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
個
々
の

取
り
組
み
の
調
和
の
取
れ
た
推
進
を
行
い
、
都
市
的

利
便
性
と
潤
い
の
あ
る
海
や
田
園
の
穏
や
か
さ
が
共

に
享
受
で
き
、
人
々
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
人
間
中

心
の
都
市
の
こ
と
で
す
」

　

本
稿
前
半
部
で
ご
紹
介
し
た
、
都
市
景
観
や
環
境

美
化
を
伴
う
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ

テ
ィ
の
概
念
に
も
こ
れ
は
ほ
ぼ
当
て
は
ま
る
。
多
核

連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
の
主
に
ハ
ー
ド

面
を
、
都
市
計
画
の
観
点
か
ら
担
う
の
は
市
民
政
策

局
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
推
進
部
。
そ
れ
に
対

し
創
造
都
市
推
進
局
は
、
創
造
都
市
実
現
を
目
指
し

つ
つ
、
同
時
に
文
化
・
芸
術
だ
け
で
な
く
、
産
業
振

興
や
農
林
水
産
、
観
光
な
ど
を
横
断
的
に
結
び
付
け

た
自
由
な
発
想
に
よ
る
、
多
彩
な
取
り
組
み
を
一
体

的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
を
行
い
、
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

折
し
も
今
年
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
80
周
年

記
念
事
業
、
第
４
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
（
10
月
）

な
ど
創
造
都
市
推
進
局
が
管
轄
す
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
が
多
い
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
、
２
０
１
３
年
に

開
催
さ
れ
た
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
成
功
に
よ
っ

て
、
高
松
市
の
名
前
は
国
際
的
な
ア
ー
ト
シ
ー
ン
で

大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
紙
数
の
関
係
で
詳
し
く
ご

紹
介
で
き
な
い
が
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
運
営
に

携
わ
っ
た
N
P
Ｏ
法
人
の
提
案
に
よ
り
始
ま
っ
た
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト（
芸
術
士
）の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ

の
派
遣
事
業
な
ど
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
チ
ル
ド
レ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、
高
松
市
の
創
造
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
は
、
幼
少
期
か
ら
の
創
造
性
あ
ふ
れ

る
人
材
育
成
に
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

高
松
市
が
推
進
す
る
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・

エ
コ
シ
テ
ィ
お
よ
び
創
造
都
市
推
進
事
業
の
、
表
裏

一
体
と
な
っ
た
今
後
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
注
目

し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
６
月
23
日
）国際的にも評価の高い「高松国際ピアノコンクール」

昨年春から秋まで108日間開催された「瀬戸内国際芸術祭2013」には世界中から関係者、
ファンが高松を訪問
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